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男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計
中宮病院 府立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 175 115 ‒ ‒ 175 115 290
大阪脳病院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 82 26 35 11 117 37 154 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
境脳病院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 17 9 59 41 76 50 126 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
大阪癲狂院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 15 10 58 32 73 42 115 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
大阪精神病院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 34 8 37 18 71 26 97 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
関西精神病院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 29 33 29 6 58 39 97 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
香里脳病院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 55 31 55 31 86 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
大阪脳神経病院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 9 4 32 23 41 27 68 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
七山精神病院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 14 2 7 1 21 3 24 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
石丸癲狂院 私立 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 6 1 6 8 12 9 21 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
私宅監置 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 42 11 2 1 44 13 57 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
非監置 ‒ ‒ 1,108 773 ‒ ‒ 1,108 773 1,881 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒





































































変質性精神病 2 3 1 6
脳炎後ノ性格異常 1 1
早発癡病 7 3 6 16 3 3 1 2 3 44
偏執病 0
躁鬱病 1 5 1 7
臓躁病 1 1 2
癲癇性精神病 1 1 1 3
麻痺性癡病 1 2 3
初老期精神病 1 2 3
老耄性精神病 1 1 2
中酒性精神病 1 7 1 1 10
モルヒネ中毒性精神病 0
動脈硬化性精神病 0
計 8 4 12 36 3 7 1 3 3 4 81
出典：大阪府立中宮病院 (1926)『大正15年昭和元年大阪府立中宮病院概况報告書』58‒59を基に作成
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数は81人である。この犯罪調査で「犯罪」とされる項
目の内「浮浪」や「不実の申立」など「犯罪」かどうか
疑わしいものも含まれるが、初年度の入院患者は290人
であり（大阪府立中宮病院 1926）、全体の27.9%が「犯
罪と関係のある患者」であった（表２）。
　中宮病院には、「府下公私立病院に収容中の最も危険
性を帯びた躁狂性患者を全部収容し、絶対に脱走騒ぎが
起こらないこと」が地域社会的な要望としては必須条件
として課せられていた。座談会や記念誌にある当時を知
る職員の語りの中から実践者の思いや実践の意義に触れ
たい。
　座談会や記念誌にある当時を知る職員の語りの中から
「事故」防止にかかわった人の証言を拾うと、当時の職
員と警察との関係がよく見える。たとえば、当時の看護
士は「設立当時の看護の側面をみるならば、まさしく
『監護』という言葉がぴったりするのが当時の病院の姿
である。病棟の空間を利用して、植樹をしようものなら
『患者が逃げ出した時の隠れ場所になる』という意見が
大勢を占める状況」（大阪府立中宮病院 1979：22）で
あったと振り返る。逃亡させないようにしながらも、
「（患者の）逃走や２，３日の行方不明があると警察部衛
生係が来て色々聞かれる」と言う。
　ここで「警察部衛生係」という言葉があるが、司法省
に所属する司法警察ではなく内務省に所属する衛生警察
を指す。大阪府には警察部に衛生課が属していたが、
1926（大正15）年12月に「衛生部」として独立した組
織とする建議案が提出されている（大阪府会 1926）。建
議案を見ると大阪府の衛生警察の役割がわかる。すなわ
ち、「悪疾流行」に備え防疫対策をすること、大阪の乳
児死亡数が世界最高であるため保健衛生事業をするこ
と、その他花柳病撲滅、狂犬病の予防、食料品の調査、
下水道の完成、交通衛生の改善等をすることである。そ
れによって府民の保健衛生の向上発展を目指し、産業の
振興を図ることを目的とする。「生」を「衛」るのが衛
生警察の役割であって、取締や監視は手段というのが本
旨である。
　しかし「業務上過失になるといって脅かす。首でもつ
らせたら直ぐ過失致死ということになる。事故に対して
は戦々恐々たる有様。逃走でもあれば大変ですぐ参謀本
部ができる。地図を開いて雨であろうが夜中であろうが
直ぐに出勤、雨なら雨ガッパを来てそういう周囲の事情
であった。」、「事故が起こった時調べるとそれはどこか
に隙というか弱点が見つかる。それを理由にして弱い看
護人さんらに責任を負わせることになるというのが実
情」（大阪府立中宮病院 1971：15）であったと、警察と
の関係では職員は日常的に緊張感を強いられたようであ
る。「事務局のほとんどは元警察官の経験者だった」（大
阪府立中宮病院 1971：15）という証言もある。「事故」
があると、「昭和３年に就職した。誰かが無断で帰宅し
てすぐ首になった。その頃は事故が起こると必ず翌日辞
めさせられる」（大阪府立中宮病院 1971：14）という状
況で職員の中でも安い給料で働く看護人にしわ寄せが
いったようで、看護人はかなり不安定で不利な立場に置
かれていたようである。それを患者は逆手にとって「患
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者に事故を起こすと首になるから自分の気に入らない看
護人の時に逃げよう、そんな計画を立てていた」という
人もいたというから看護人は夜も寝られなかったとい
う。「事故」は、逃亡、逃亡未遂、自殺、自殺未遂を指
す。実際に起こった「事故」は、1926（大正15）年か
ら1935（昭和10）年の間に、逃走３件、逃走未遂９件、
自殺３件、自殺未遂０件、その他２件で、合計17件だっ
たようである（大阪府立中宮病院 1936：17‒18）。規模
と比べて件数は少ないように思われるが、警察との関係
が多く語られているのは緊迫感のある瞬間であり生活が
かかる切羽詰まった事態として記憶に残っているのであ
ろう。
　座談会の記録の多くから読み取れるのは、患者の最も
近くで関わる実践者の患者への関心であり、医療機関に
おける本来の役割としての患者の治療であり、癒しで
あった。看護士は「看護者と患者の接触は当時の方が監
護的な立場から患者への『関心』があったのかもしれな
い」と振り返っている（大阪府立中宮病院 1979：22）。
また看護人は「第１号の△△という患者が入ってきたと
きは患者一人に看護婦７人という至れり尽くせりな状態
だった。精神科の看護と云うことは患者さんのこと何か
ら何まで世話をすることになるが、患者さんがよくしら
みをわかしているので洗って着替えさせ」たという看護
ぶり（大阪府立中宮病院 1967：5）を語る。
　1928（昭和３）年には、「御大典記念事業」として患
者慰安会を設立（大阪府立中宮病院 1933：32）し、「患
者慰安会会則」（全18条）を整えた（『長山著作集』p. 
7）。患者慰安会は患者の慰安を目的（第３条）とし、運
動会や茶話会、果樹花木の栽培、牧畜及耕作、演劇その
他の興業、その他患者慰安のために必要と認める事業を
行う（第５条）。会費は徴収せずに会員および会員外の
寄付や患者作業による収入を以て経費に充てる（第７
条）ものであった（大阪府立中宮病院 1934：33）。もと
もとの慰安会のきっかけは、「作業療法による収穫が上
がるから時価によって購入し患者さんの慰安のために
使っていいという知事さんや警察部長さんのご承認を
得」（大阪府立中宮病院 1967：2）たことだった。この
頃から「作業療法も其の緒に就き農事、花栽培、植木造
庭等漸次観るべきものを生じ開院当時は一面の芒原で夜
間は狐が徘徊するので当直員の肝を潰す様な荒地であつ
たが患者作業に依りやさしき草花園や、蔬菜畑も出来全
く面目を一新した」（大阪府立中宮病院 1936：31‒33）
というように、穏やかな日常の治療や作業療法が行われ
ていた。
４．考察
　1919年の精神病院法によって建設された中宮病院が、
どのような社会的要請の中でいかなる役割が期待された
かを、精神病院法の立法過程、中宮病院建設を求める動
き、初期の中宮病院における実践状況から検討した。
　その結果、まず精神病院法の立法段階では、「（精神病
者の）惨状随分甚シイ」ため「可憐ナル精神病者」に
「適当ナル保護治療」をする必要と「危険性ヲ帯ビテ放
火殺人等ノ罪ヲ犯ス者」から「公共ノ安寧」を守る必要
という２つの論点がある中で、他の慢性疾患者の対策法
との法的整合性を図る必要性が生じ、政策課題として
「療養ノ途ナキ者」の収容施設建設を公的責任において
実施する意図があった。精神病者に対する認識は、「自
ラ一身一家ノ安全ヲ期スル」ことができない者、「公衆
ノ安寧社会ノ秩序ヲ紊乱」する者、「禍害ノ及フ所患者
生存中ニ止マラス其大部分ハ悪質ノ後裔ニ遺伝スル」者
であり、つまり国家に被害をもたらす者であった。公立
精神科病院の対象者として、「精神病者監護法ニ依リ市
町村長ノ監護スヘキ者」「罪ヲ犯シタル者ニシテ司法官
庁特ニ危険ノ虞アリト認ムルモノ」「療養ノ途ナキ者」
と法に明記された。
　次に、大阪府が公立精神科病院建設を求める段階で
は、「危険ナル症状」をもつ「怖ルベキ狂人」から「公
衆ノ安寧」を守る必要という社会防衛論で武装し、「識
者」「府会」「府民」に共通する認識を形成して要望書を
提出し、要求を勝ち取った。精神病者に対する認識は、
「公安上危険あり」「公安上看過し得ざる……惨事を惹起
せるもの」というものであった。要望書にはかろうじて
精神病者を人道的に扱うべき主張が書かれた「識者」に
よる論文が紹介された。そこには「狂暴行為があるが憐
れむべき存在」という従来と違う認識が見られた。
　そして、中宮病院が開院し、府内唯一の公立精神科病
院として、療養の途なき極貧者、重症者、犯罪と関係の
ある者を受け入れ、治療と作業療法を開始した。私立精
神科病院でなし得ない公費だからできる施設整備や様々
な事業、研修による職員水準の維持に取りかかってい
た。そんな中、職員は社会的要請として「危険な精神病
者」の逃亡防止の役割も担わざるを得ない状況にあっ
た。それは座談会の記録の中で苦い思い出として語られ
る。「結局は逃げないように一つの公安対策ということ
が重点になっていた。やはり精神病には治療が本意だと
いう考えで、病院法という法律によった病院であるか
ら、治療に重点をおいてやるというたてまえになってい
たけれども、依然として暗いイメージは残っていた」
（大阪府立中宮病院 1971：15）という語りが、公立精神
10
社会福祉研究　第19巻
科病院の果たしてきた両価的な役割を象徴するものと考
える。
５．結論
　第１期の中宮病院は、政策的な課題および地域社会的
な要請のもとに建設が決定し、1926年に開設してから、
公立精神科病院としての役割の「定着」段階にあった。
精神病者対策を論じる場合には「本人の医療保護」と
「公衆ノ安寧を守る」という２側面があることを見いだ
せた。本来は、本人の意思を尊重することと社会の意思
を尊重することは相容れないことが生じる。しかし当該
時代における「保護」に本人の意思尊重や権利の意味は
含まれておらず、本人の保護と公衆の安寧は矛盾なく認
識されていたようである。そしてそれは精神病者を「受
容」するかあるいは「排除」するかという二者択一では
なく両価性を持つものであった。この両価性を持つ精神
病者観は、法律を制定する段階あるいは施設を建設する
段階において共通のコンセンサスを得る手段として、ど
ちらかの認識の仕方がより強調されて用いられた。
　公立精神科病院は、「療養ノ道ナキ者」にとって生活
や生命を保障するものであると同時に、「危険な精神病
者」から社会を防衛する手段ともなる、まさにこの両面
性の中に位置づけられる存在であると言える。本来、医
療とは、「社会防衛」や「保安」の手段として機能する
ものではなく、その役割を担うものでもない。公的な責
任で担うべきは「療養の途なき者」への医療的救済の役
割である。しかし精神病院法は、公立精神科病院にこの
「社会防衛」の役割を持たせることになった。精神病院
法は時代の制約で機能せず財政的課題により公立精神病
院はほとんど建設されなかった。そのために民間の代用
精神病院の役割として引き継がれ、戦後に至るまで日本
の精神医療全体が担う役割の基本体質として影響を及ぼ
すものとなる9）。
　公立精神科病院の役割を明確にするために、本論では
政策課題、地域社会的要請との相互作用を中心に分析を
した。第２期は、麻薬中毒患者収容のために150床増床
されるとともに、長山泰政（医長）が欧州留学から帰国
し、院内外での入院治療と作業療法に重点を置いて取り
組んだ1930年代である。公立精神科病院の役割を明確
にするために、中宮病院が時代や社会との相互関係性の
中でどのように実践を展開したか継続的に検討したい。
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注
１） 大阪府立中宮病院（1967）『大阪府立中宮病院創立40周年記念
座談会記録』（内容：1967（昭和42）年２月28日午前10時、大阪
府立中宮病院第一病棟三階集会室にて行われた座談会で、元事務
長、元医長２人、元精神衛生係長、元医務局長、元事務長、元会
計主任、元庶務主任、元看護長、元婦長２人、元薬局員の12人
が出席）、大阪府立中宮病院（1971）『大阪府立中宮病院創立45
周年記念病院回顧座談会記録』（内容：1971（昭和46）年４月15
日午後１時から４時30分、大阪府立中宮病院講堂にて行われた
座談会で、元医長、元医務局長、元医師、元総合精神科部長、元
薬剤師、元看護長、元主査、元主任、元婦長、元事務長２人、元
庶務課長、元庶務係長の14人が出席）、大阪府立中宮病院（1982）
『いま、思い出すこと、話せること─戦時下の中宮病院を回想す
る─』（1982（昭和57）年２月20日、枚方市民会館にて行われた
座談会で元看護部、元薬局、元薬局、元炊事係、元ボイラー室
係、元会計課管理係、元医師の21人が出席）
２） 大阪府立中宮病院（1933）『創立拾週年記念誌』（目次：十周年
記念式、勤続者、患者慰安会運動会、患者延人数、死因別死亡
率、患者作業ニ依ル収穫、看護手看護婦其他勤続年数、退職者勤
続年数、事故表、保護室収容並ニ退室人員数、開院以来職員異
動、開院以来嘱託異動、現在職員、感想文）、大阪府立中宮病院
（1979）『大阪府立中宮病院創立50周年記念誌』（目次：概況、医
療部門、研究研修、医事統計、創立50周年によせて）
３） たとえば「精神病院法制定ニ関スル件」（大正８年２月10日）、
「第41回貴族院精神病院法案外二件特別委員会　杉山四五郎の趣
旨説明」（大正８年３月８日）など。
４） たとえば「衆議院議決官公立精神病院設置ノ関スル建議」（明
治44年３月23日）、内務省衛第3036号「官公立精神病院設置ニ
関スル建議ノ件」（明治44年10月13日）、「公立精神病院設置ニ
関スル建議ノ件」法務局建議　内務大臣請議衆議院議決官（明治
44年12月23日）、「精神病者取締ニ関スル質問主意書」質問第23
号（大正７年２月21日）、「内務大臣床次竹次郎　精神病院法制
定に関する件」内務省発衛第203号（大正８年１月16日）など。
５） 精神病院法は、主務大臣は道府県に対し精神病院の設置を命じ
ることができ（第１条）、地長官は精神病者を精神病院に入院さ
せることができる。その精神病者とは、①監護法により市町村長
が監護すべき者、②罪を犯した者で司法官庁が特に危険の虞あり
と認める者、③療養の途なき者、④その他地方長官が特に入院の
必要を認める者である（第２条）。③国庫は本法により設置する
精神病院の建設・設備費の２分の１、運営費の６分の１を補助す
る（第３条）等を骨子とする。
６） 平安後期から鎌倉初期の歌人で藤原俊成の歌「またや見む交野
かたのの御野みのの桜がり花の雪ちる春の曙」（新古114）があ
る。記念の歌碑は現在も残る。
７） 開院と同時に体制を整えながらわずか１か月の間に患者250人
を受け入れたために、相当苦労があったようで、患者にとっても
「既設私立病院より一時に相当多数を転院収容したる為患者自身
は所謂病院慣れがない為不安を生じ」ることになるし、看護人も
「不熟練の為逃走等の事故を頻発」（西谷義磨「10周年」54）す
ることもあったと伝わる。
８） 自費患者の受入は「自費患者入院細則」（1933）の整備以降、
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実際は1937（昭和12）年以降のことである（大阪府 1939：
895）。
９） 精神疾患によって重大な罪を犯した人の処遇は、2003（平成
15）年の医療観察法制定によって一般の精神科医療と切り離され
るまで一般精神科医療の中で続いた。現在は精神保健福祉法改正
に向けて、犯罪をする「かもしれない人」を犯罪予防という目的
で継続介入する役割を医療機関・福祉機関に担わせようとする議
論がある。
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